
前 橋 工 業 高 等 学 校 　学 校 評 価 一 覧 表  ①　（元年度版）　 （様式1）

表の見方　　　　具体的数値項目　　Ａ：充分達成できた　　Ｂ：達成できた　　Ｃ：もう少しで達成できた　　Ｄ：達成できなかった

生徒 保護者 生徒 保護者

(1) 各教育活動に満足している生徒が７０％以上で
ある。

・創意工夫に満ちた教育活動を展開する。
・各教科で体験的学習を取り入れる。
・選択授業・少人数授業を実施する。
・授業参観・授業研究会を実施する。

A A A

・生徒の満足､ほぼ満足の合計が91.4％である。
・分かり易い授業や第一志望の実現に向けて努力する。
・教員相互の研究授業や授業研究等を通して教育技術
の向上を図る。

(2) 生徒が在学中に１回以上インターンシップに参
加している。

・インターンシップ（短期・長期）を実施する。

C

・長期インターンシップ参加者6名、短期インターンシップ参加者1６6
名。

(3) 工業の特長を活かしたものづくりに積極的に取
り組み、実習内容に満足している生徒が７０％以上
である。

・専門性を深めるため積極的な課外活動に取り組む。(各科研究部等)
・ものづくりが楽しくなる工夫を行い、生徒が積極的に参加できるように
する。

A A

・各科研究部や課題研究の取組を中心に各種大会（ものづくり競技、ア
イディアロボット、マイコンカー、電気自動車等）の参加や各種資格取得
に積極的に取組んでおり高い実績も残している。
・ものづくりに関する実習に満足、ほぼ満足の生徒が94.1％である。

(4) 自分の学校が好きだと感じている生徒の割合
は、８０％以上である。

・行事を充実させ、職員と生徒で運営できるようにする。
・ＯＢや社会人による講演を行う。
・前工生であるという帰属意識とプライドを醸成する。

B B B

・生徒の満足､ほぼ満足の合計が87.1％である。
・生徒と職員が魅力ある学校作りに向けて努力する。
・行事に積極的に参加する。

２　資格取得に積極的に取り
組んでいますか。

(5) 資格取得指導に満足している生徒が８０％以上
である。

・資格・講習会の紹介により受験を促す。
・補習指導を各係で実施する。
・家庭学習や放課後の時間を有効活用する指導を行う。

B A B

・資格、検定試験についての説明を徹底する。
・受験指導の方法を工夫する。
・家庭用に通知した資格関係一覧表の活用を呼びかける。

(6) 生徒の実態を踏まえ、到達度に応じた学習指導
を実施し、学習に対する達成感・満足感をもってい
る生徒が７０％以上である。

・生徒の実態に合った授業や、教材づくりなど各科でわかりやすい授業に
取り組む。
・授業における言語活動の充実を図る。
・試験前、試験中に勉強会を行う。（学年）
・学習遅れの生徒へ補習する。（各教科）
・授業アンケートを基に授業改善に心掛ける。
・ＩＣＴ機器を活用した効果的な指導を行う。

A A A

・生徒が学校の学習指導に満足、ほぼ満足しているの合
計が82.8％である。また、保護者が学校の学習指導に満
足、ほぼ満足の合計が88.9％である。
・職員がステップアップサポート事業により、学び合い、ア
クティブ・ラーニングなど多様な学習形態を提供し、魅力
ある授業を展開できるよう努力する。

(7) 欠点保持者数は各学期で全校で１０％以下であ
る。

・成績不振者に対し補習授業を行う。
・履修科目を修得させる努力をさせる。
・基礎、基本の知識が定着する授業を展開する。

A

・１学期の欠点保持者数が3.35％である。
・特定の科目で多数の欠点があることが多い。早期に欠点を解消さ
せるように課題等を提出させるなど計画的に指導していく。

４　組織的・継続的な指導を
行っていますか。

(8) 職員会議や学年会議において、生徒に関する
情報交換を月に１～２回程度行っている。

・情報交換会を実施する。
・各科と担任の情報交換を密にする。
・定例学年会で情報交換する。
・職員会議、成績会議で情報交換する。
・各会議での情報を共有できるようにする。

A

・毎週実施している学年会議や科会議でクラスの現状報
告をし、必要に応じて教育相談とも情報の共有を図ってい
る。
・各専門科と担任との情報交換を密に行う。

(9) 家庭と連携をとりながら、生徒の怠慢による欠
席・遅刻をなくし、１日平均遅刻者数は前年度の
９８％以下である。

・進路指導も見据えた指導を行う。
・遅刻カード（イエローカード）の記入を徹底する。
・欠席遅刻が多くなりそうな生徒には、家庭へ連絡して早期改善に努め
る。
・基本的生活習慣を確立させる。

Ａ Ａ Ａ

・遅刻者数は前年度比で８８．５％であった。不登校傾向
の生徒も少なく、基本的生活習慣が確立している生徒が
多い。また、進路実現に向けて日常から出欠に対する意
識が高い生徒が多い。

(10) 治療勧告を受けた生徒のうち、早期に専門医
による治療や検査の必要のある生徒の受診率は
８０％以上である。

・検診結果により治療が必要な生徒に治療勧告を行う。
・担任、養護教諭等で指導機会を増やす。
・保健だよりを発行し、保健意識の啓発を図る。

B

・早期に専門医による治療や検査の必要な生徒（心臓・腎臓）が、２
学期が始まるまでに受診したのは８０％であった。心臓２６人中２２
人、腎臓５人中３人である。未受診の生徒には、個別指導をして１０
０％を目指す。

(11) 学校はいじめの防止や早期発見に向けた取組
を積極的に各学期１回以上は行っている。

・学校生活アンケートや面談週間などで、悩みを学校職員に伝える機会を
設け、未然防止や早期発見に結びつける。
・生徒、保護者が中心となって、あいさつ運動を展開する。

Ａ

・今年度現在までのいじめ認知件数は０件である。アンケートや面
談週間、情報交換等を実施しているが、いじめは確認されていな
い。2学期も保護者も交えてあいさつ運動等を展開する。

(12)学校は、「学校いじめ防止基本方針」につい
て、1回以上生徒に説明している。

・年度当初に、全校集会で「学校いじめ防止基本方針」を説明し、いじめ
は絶対にあってはならないことを伝えていく。 Ａ

・全校集会時やいじめ防止関連資料を配布して、いじめ
や人間関係のトラブル等の相談に関わる話と、「学校いじ
め防止基本方針」について伝えた。

(13)学校は、生徒がＳＮＳ(ツイッターやラインなど)や
インターネットの危険性や正しい利用方法などにつ
いて、1回以上は学ぶ機会をつくっている。

・「ケータイ安全教室」を実施し、SNSによるトラブルやSNSに頼らない人
間関係の構築に向け指導を行う。

Ａ

・1学期に、全校生徒対象に「ケータイ安全教室」を実施。
１学年には「サイバー犯罪被害防止教室」も実施した。ま
た、「ＳＮＳに頼らない人間関係づくり」について学年毎に
ＳＣによるグループワークを実施した。

７　部活動に積極的に取り組
んでいますか。

(14) 部活動に入部している生徒は６０％以上であ
る。

・新入生歓迎会（部活動ガイダンス）により、新入生への部活動加入を促
す。
・部活動の諸調整を行い活動の活性化を図る。

Ａ

・新入生歓迎会や校歌指導等で部活動の加入を生徒会全体でサ
ポートしていく活動ができた。
・高校総体の壮行会や、全校で活躍している各部に対して壮行会
を行いながら部活動の活性化を推進できた。
・文化祭においても、各部活動と協力しながら生徒や外部に対して
活動発表できる機会を設けていきたい。

(15) 進路関係の行事やガイダンスを年５回以上実
施する。

・先輩と語る会や３年生と語る会を実施する。
・進路希望調査を実施する。（年２回）
・進路講話や進路ガイダンスを計画的に実施する。
・進路補講（２年３学期～）を実施する。
・各科との協力のもと、企業見学やインターンシップを実施する。

Ａ

・進路行事は、計画したとおり実施できているが、生徒や
保護者などの要望も取り入れながら、より良い進路ガイダ
ンスにしたい。
・生徒の第一志望の進路実現に向けて努力する。

(16) 学校からの進路に関する情報について満足し
ている保護者が８０％以上である。

・進路のしおりを作成し配布する。
・保護者対象の進路説明会を実施する。
・ホームページを活用し、進路行事や進路状況を載せる。
・２者及び３者面談を実施し、進路希望の確認を行う。
・配布物を保護者に見せるよう、学級担任と協力して生徒を指導する。

Ａ A

・進路情報に満足している保護者の割合が９０．５％（昨年
度は８６．０％）となった。
・今まで以上に、ホームページの活用や更新をまめに行
い、進路情報を載せる。

９　生徒は自らの進路につい
て真剣に考え、その実現に
向けて取り組んでいますか。

(17) 進路について真剣に考え、その実現のために
努力している生徒が７０％以上である。

・進路だよりを定期的に発行する。
・進路のしおりを作成し、全生徒に配布する。
・進路相談室の充実を図る。
・図書館に進路コーナーを設置し、生徒への情報提供を行う。

Ａ Ａ

・利用しやすい環境作りに努め、丁寧な進路指導を行う。
特に、進学指導についても力を入れていきたい。
・進路実現に向けて積極的に取り組む割合は、昨年度と
同様の８５．１％であった。さらに意欲的に取り組める工夫
をしたい。

(18) 学校の教育活動を人々に理解してもらうために
学校公開を年３回実施している。

・オープンスクールを行う。
・学校公開を実施する。
・県民向け高校開放講座を実施する。

A

・７月22日から7月26日の間オープンスクールを実施した。
　（参加者・・・中学生12名保護者12名）
・８月7日学校説明会（中学生622名保護者350名参加）
・現在学校公開は、7回計画中の6回実施している。

(19) 保護者全員を対象とした学級担任による面談
を年１回以上実施している。

・全校一斉の３者面談週間を設ける。

A

・6月11日から6月22日の間、全校でクラス担任、生徒、保護者の３者面
談を実施した。
・修学旅行保護者会や進路説明会など学年行事の際にも面談を実施
する。

(20) ＰＴＡ総会、学年保護者会等に積極的に参加
している保護者が５０％以上である。

・学級懇談会や学年保護者会を実施する。
・保護者への連絡を周知徹底するため、案内文書に加えメールでの案内も
送る。
・家庭との連絡を密にする。（担任）
・課題研究発表会や予餞会等では、保護者に案内を送る。

B Ｂ

・ＰＴＡ総会を土曜日に開催しているが、参加者は29％で目標数に達し
ていない。
・クラス通信やホームページ、メールの活用など学校の様子が保護者に
分かるように情報を発信する。
・PTA総会や保護者会、進路説明会等にほぼ参加、参加の保護者の
合計が57.2％である。

(21) 学校の活動内容や生徒の状況を年１２回以上
伝え広報活動も行っている。

・ホームページの内容を随時更新する。
・中学３年生向けの学校説明会時やオープンスクール時に配布して広報す
る。
・中学校訪問時に配布して広報する。
・中学校への出前授業を実施する。

A Ｂ

・前工通信(新聞)や学校案内を作成し、中学生だけでなく
同窓会等の会合にて配布している。
・ホームページの更新を月1回以上行っている。
・電気科と土木科が中学校への出前授業を行った。

Ⅴ　開かれた学校
づくりに努めてい
ますか。

１０　家庭、地域社会に積極
的に情報発信をしています
か。

Ⅳ　生徒の主体
的な進路選択に
ついて適切な指
導をしています
か。

８　計画的な指導を行ってい
ますか。

Ⅰ　特色ある学校
づくりに努めてい
ますか。

１　特色ある教育活動を行っ
ていま すか。

Ⅱ　生徒の意欲
的な学習活動に
ついて適切な指
導をしています
か。

３　生徒は確かな学力を身に
つけていますか。

Ⅲ　生徒の充実し
た学校生活につ
いて適切な指導
をしていますか。

５　生徒は健康で、規則正し
い学校生活を送っています
か。

６　学校はいじめの防止や早
期発見に向けた取組を積極
的に行っていますか。

改　善　策 自己
評価

羅　　　　　　　　　　針　　　　　　　　　　　盤
方  策

第１回点検・評価 第２回点検・評価
外部アンケート

改　善　策評価対象 評 価 項 目 具 体 的 数 値 項 目 自己
評価

外部アンケート


